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　令和８年２月８日から１１日の３泊４日の日程で、札幌組重点プロジェクト

戦後８０年現地平和学習を１２名（組内僧侶、 組内門徒１名、 組外僧侶１名）

のご参加をいただき開催いたしました。

　初日は移動がメインでしたが、快晴の北海道とは真逆で、飛行機の乗り継ぎ

予定であった羽田空港が積雪のために飛行機の遅延、欠航となり、１２時間か

けての移動となりました。参加者の一人は東京に足止めされ、２日目から参加と、

初日からバタバタの中でなんとか沖縄にたどり着くことが出来ました。

　２日目は、この旅一番の目的であった、北海道出身の戦没者を慰霊するために建てられた「北霊碑」の前でお

勤めをすることが出来ました。引き続き、「南北之塔」（糸満市真栄平地区は激戦地で地区住民の半数以上が戦死

した。終戦後、集落内の各地に遺骨が散らばっていたため地域住民によって一か所に集められた。南北之塔の納

骨堂には、北海道のアイヌの犠牲者、30 数柱が納められた。慰霊碑の名前の由来は、南の沖縄から北の北海道

まで、さまざまな人たちが戦争で命を落とし、ここで眠っているといるのでそれを弔いたいということによると

いう。）にもおまいりをさせていただきましたが、参加者の大念寺様のご門徒さんのお父さんがこちらで戦死さ

れており、慰霊碑にお名前が刻印されておりました。

　そのお名前を拝見し、確かな事実を確認し、多くの尊いいのちの犠牲によって、今私たちが生かされているこ

とをあらためて感じさせていただけるご縁となりました。

　その後、平和祈念公園を訪れ、沖縄戦で亡くなった全国の戦没者２４万人の名前が刻まれている平和の礎を前
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に、参加者一同、戦争の悲惨さや平和の素晴らし

さをそれぞれに感じながら祈念公園をあとにしま

した。引き続き、「ひめゆりの塔」を訪れましたが、

時間の都合ではじめて訪問した参加者のみ「ひめ

ゆり平和祈念資料館」へ見学へ行っていただき、

他の方々は昼食を兼ねた休憩時間とさせていただ

きました。はじめて沖縄そばを召し上がった方が

いらっしゃって、「なんだうどんかと思った。で

も美味しいわ。」と言って喜んで召し上がって下

さいました。

　最後に、「旧海軍司令部壕」を訪れ、１０５段

ある階段を３０ｍ程降りていく中で段々と息苦し

くなってくる感覚に襲われました。ここで米軍の

艦砲射撃に絶え持久戦を繰り広げた地下陣地に

４，０００人あまりの兵士が収容されていたと聞

き、余計に胸が苦しくなる思いでありました。

　南部戦跡を巡り終え、本日最後の訪問場所であります「本願寺沖縄別院」（沖縄県浦添市伊祖）を訪れました。

職員さんより、沖縄開教のあゆみ、そして沖縄戦の悲劇、仏教事情、仏事文化や宗教観などを詳細に解説いただ

きました。沖縄県は土着信仰、先祖崇拝というベースがあり、浄土真宗や他宗が入っていくのは中々難しい土壌

ではありますが、現在では「ユタ」と呼ばれる呪術的な方々も後継者が不足しており、２０年、３０年前の頃の

ように葬儀の邪魔をするようなことは皆無となったそうです。また、ひじょうに驚いたのですが、沖縄といえば

大きなお墓が有名ですが、沖縄でさえも、「墓じまい」が大変増加しているようで、全国的な流れになっている

ようです。

　１５年ほど前に訪れた際にも伺いましたが、葬儀が多い月で５０～６０家お勤めする御寺院も県内にはあるそ

うで、葬儀を「お坊さん」にお勤めしてもらうことが現地では未だ「ステータス」であり、「流行」であるそう

です。葬儀の後は、沖縄特有の仏壇に、先祖のお名前が入った豪華な位牌を、本来御本尊が御安置される位置に

御安置しお護りされているそうです。ただ時々、「院号」をいただきたいとか、「御本尊」を御安置したいなどの

要望もあるそうです。また、月忌まいりはな

く、毎月のご縁はなかなか結びにくいようで

すが、これも時々、本州から転勤で沖縄に居

住しているご門徒の方々から、「免物が欲し

い」、「祥月命日におまいりいただきたい」旨

の要望がチラホラあり、少しずつお法りをお

伝えするご縁が出来つつあるようです。「沖

縄別院」が建立され、ご法座も開かれ、ご縁

が繋がっていくことを願っております。

　２日目はかなりタイトなスケジュールで行

動していただきましたが、参加者の皆様大変

有意義な一日であったと喜んでくださいまし

た。その後は、ホテルへ戻り、夕食会場へ移

動し、ゆっくりと歓談しながら食事をさせて

いただき、国際通りや牧志市場を訪れ、留守

を守る方々にお土産を買ったりして、それぞ

れ楽しんでいただきました。
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　３日目は、いわゆる定番の観光コースを巡るチームと自由行動されるチームに分かれて行動いたしました。美

ら海水族館や名護パイナップルパーク、自分のひいきのプロ野球チームのキャンプを見学に行ったり、お買い物

を楽しんだりと、それぞれ沖縄の旅を満喫していただきました。

　最終日、暖かい沖縄を離れるのは本当に後ろ髪引かれるような思いでしたが、戻らないわけにはいきません。

少しだけ飛行機の遅延がありましたが、何とか無事に北海道へ戻ることが出来ました。

　この度の現地平和学習、大変学びの深い研修となりました。ご参加いただきました皆様には、飛行機の遅延、

欠航とハラハラする場面が多い旅となりましたが、体調を崩す方もなく、ただひたすらに待つことと、並ぶこと、

文句も言わずに行動してくださったこと、心より御礼申し上げます。またこのような企画をしたいと考えており

ますので、どうか懲りずに次の機会もご参加下さい。今回ご参加になれなかった皆様も是非、次の機会、ご一緒

に参りましょう。ご報告といたします。有難うございました。
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現地平和学習参加者の声　

（現地  懇親会会場にて）

①大念寺　久朗津泰秀さんのコメント
　この度は横湯組長の企画のもと執行部の皆さんのお

かげによって、旅行が執行されたことを本当に良かっ

たと思っていますし、雪の中遅延してしかも檀家さん

二人亡くなって行けないんじゃないかなというふうに

何度も何度も心が折れそうになったんですけども、つ

ながりのある親しくしているお寺さんたちに葬儀のほ

うやってもらうことになったので本当に助かっており

ましたし、ここにこうして来られたというのが本当に

良かったと思っています。南北の塔来たかったと思っ

ていまして、もう３０年近く前に行ったことがあった

んですけども、全然雰囲気が変わっていたのと、毎年

３月４日に澤田さんという方がお父さんが６月２０日

に亡くなった人なんですけども、その家に３月４日と

６月２０日にお詣りに行っている際にお父さんのこ

とってあんまり聞いたことがなかったんですけども、

また３月４日に来月行くのでその息子さんと話をする

機会がまたできるかなと、いずれその息子さんにお父

さんのことをもう少しどんなふうにしてあそこにおら

れたんだということも、捜索隊の方にいたのかという

ことも聞きたいなというふうに思っていたし、いろん

なことを感慨深いものがあった研修会であり、そして

今日パイナップルの所、あれが一番良かったです。行っ

たことがなかったんですけども、あの園の中に入って

とても楽しかったです。また家族と来たいなと思いま

した。ありがとうございました。

②光圓寺　一瀬守城さんのコメント
　沖縄戦地学習会に参加をさせていただきまして、ま

ず執行部の皆様に色々と計画をしていただいて、ご案

内をいただきまして連れて来ていただいてありがとう

ございました。本当に感慨深い研修会となりまして、

本当に戦地で亡くなった方に哀悼の意を表したいと思

います。まだあと１日残っておりますけども今夜は楽

しくすごさせていただきたく思います。それでは失礼

いたします。今夜もレッツゴー！

③敬念寺 ( ご門徒 ) 大浅さんのコメント
　すごい良い経験をさせてもらいました。ありがとう

ございます皆さん。沖縄の人たちは８０年間大変な思

いをされたと思うけど、沖縄に大好きで来てるのは、

沖縄の人に元気をもらえます。みんなすごく明るくて

頑張ってるんです。だから沖縄が大好きで、これから

も沖縄に来ます。今回はありがとうございました。

④敬念寺　原　淳法さんのコメント
　この度は執行部の皆さんに素晴らしい旅行を計画し

ていただき、また案内もしていただきありがとうござ

いました。戦後８０年ということで、実際に戦地のゆ

かりのある方々のところへお詣りをするという一番大

事なことを果たせて、なによりの旅行になったんでは

ないかなあと思います。また機会がありましたら沖縄

へやって来て、まずはお詣りがまたできたらなあと思

いました。

⑤浄楽寺　木村一穂さんのコメント
　執行部の方々におかれましては、今回の平和学習の

計画手配等ご用意いただきありがとうございました。

北霊碑や沖縄別院への参拝は平和学習ならではの貴重

な体験をすることができましたし、私自身も色々と考

えさせられることが多々ございました。初めての沖縄

訪問は天候の心配もございましたが、大変有意義で充

実した１日１日を過ごすことができてよかったです。

本当にありがとうございました。
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⑥清勝寺　岡　紘雅さんのコメント
　今年度の札幌組の事業では一番やっぱり大きな事業

のひとつだった思う今回の事業は。３日間大変貴重な

経験をさせていただきました。ありがとうございまし

た。先の大戦で先立たれた方々の尊い命のうえに我々

が今いるんだなと、いうことをつくづく３日間の研修

で教わりました。あとはもう明日帰るばかりだから、

あまり飲みすぎないようにして身体に気を付けて無事

に札幌に着くまで皆さん元気で札幌に帰りましょう。

⑦光明寺　西井正了さんのコメント
　有意義な旅をいただきましてありがとうございまし

た。ひとつですね、今回追悼法要もかねて布袍が必要

なのはわかっておりました。荷造りを家内にまかせた

ところですね ( まあ言い訳になりますけども ) 布袍を

入れておいてくれといって、いざ沖縄でカバンを開け

たら黒衣でした。（笑）やっぱりね、荷造りは自分の

ことは自分でしなければならないと思いました。この

度は本当にね、色々な有意義な旅をさせていただきま

してありがとうございました。

⑧證誓寺　出倉恵隆さんのコメント
　この度は平和学習の旅に行ってまいりましたけど

も、行くときにですね苦労したぶん着いてからは大変

有意義な時間を過ごすことができました。以上でござ

います。

⑨真照寺　松本昇陽さんのコメント
　この度の企画に参加してくださった皆さまありがと

うございます。皆さまが喜んでいただけたのが私の喜

びです。以上です！

⑩見真寺　由良丈雄さんのコメント
　今回初めて沖縄に来たから感激しています。皆さん

のおかげで連れてきてもらいました。まったく見たこ

とのない所を見まくって大変感動しておりました。み

なさんの親切、本当に感謝しています。ありがとうご

ざいました。

⑪法敬寺　藤條　忠秀さんのコメント
　この度で沖縄を訪ねるのは２回目です。北霊碑、南

北の塔、平和祈念公園…満州事変から沖縄戦まで大変

多くのいのちの犠牲がありました。犠牲者の名前が刻

まれた石碑群をみると、” 戦争の意味｀とは一体何だ

ろう？と今も地球上のどこかで必ず起こっている戦

争。石碑に刻まれた人々は、今を生きる私たちにその

答えを求めているようです。沖縄への慰霊の旅は、美

しい自然に触れつつも、戦争の悲劇と平和の尊さを深

く学ぶ貴重な機会となりました。この旅を通じて平和

への思いを新たにしています。有難うございました。
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　令和７年６月２９日、青少年部主催のなむ茶カフェ２０２５が「ゆるり農カフェ EVER GREEN CAFE」にて開
催され、龍谷高校教員・生徒を含む３０名の参加がありました。
　内容はお味噌作り体験で、講師の花房俊見氏より食に関するお話を
頂いた後、お味噌作りを体験しました。参加者は皆、真剣に講師の話
に耳を傾け、熱心にお味噌作りを行いました。　
　お味噌作りの後は龍谷高校生主催のゲームを行いました。だるまさ
んがころんだ、氷鬼、けいどろをし、参加してくれた子供達と一緒に
汗を流して遊び、楽しいひと時を過ごすことができました。
　また、ソフトクリームや飲み物を頂きながら、参加者同士が情報交
換をし、交流をはかり親睦を深める場ともなりました。天候にも恵ま
れ、学び・遊び共に良い経験になりました。

　令和７年６月８日、安楽寺様を会場に安楽寺仏教壮年会主管により「札幌組仏教壮年会連盟 令和 7 年度 定期
総会・研修会」を開催しました。４２名のご参加をいただき、研修会では浄土真宗本願寺派布教使の桜庭尚吾師
を講師に招き、節談説教の形式で前段は節談説教についての説明があり、後段は承元の法難のご法話で、門弟が
斬首に処され無念の絶叫のお念仏の場面では鬼気迫る様子に参加者が引き込まれているようでした。
　研修会終了後、活菜旬魚さんかい新さっぽろ店に会場を移し懇親会を開催し、乾杯の後会員相互が杯を傾け盛
会のうちに全日程終了となりました。仏教壮年会連盟研修会は毎年組内の各単位会が持ち回りで主管を務める為
それぞれの単位会が工夫を凝らした独自の研修内容となっております。参加対象は仏教壮年会の有無にかかわら
ずご案内させていただいていますので、壮年会未結成のご寺院や御門徒にも研修会にご参加の上、今後新たな仏
壮会が誕生し朋友の輪が拡がることをご期待申し上げます。

なむ茶カフェ２０２５	なむ茶カフェ２０２５	 青少年部青少年部

仏教壮年会連盟総会・研修会	仏教壮年会連盟総会・研修会	 壮年部壮年部
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　令和７年１２月１５日、札幌組仏教婦人会連盟一日研修会を本願寺札幌別院にて開催いたしました。参加者は
４７名でした。この度は、日程の都合もあり、札幌別院のご命日法要に参拝する形式での研修会となり、講師は
　牛尾かおり氏（安芸教区深川組 広島県広島市 明光寺）「帰るところはありますか？」という講題でご法話をい
ただきました。本来であれば、隔年で一泊研修会を開催していたのですが、コロナ禍以降、一泊での研修会を開
催することがホテル代の高騰など経費面等で難しくなり一日研修会に変更して開催いたしました。
　参加者よりもっとこういう研修会をたくさん行ってほしいとの要望もあり、今後も開催を増やしていくことを
検討させていただきたいです。

　令和７年５月２７日、札幌組仏教婦人会連盟総会・研修会を本
願寺札幌別院にて開催いたしました。参加者は６４名でした。総
会終了後、札幌組組長 横湯誓之氏（安楽寺住職）をご講師にお
迎えし「～浄土真宗の生活信条～ み仏の恵みを喜び 互いをうや
まい助け合い 社会のために尽くします」という札幌組の重点項
目と方針について、各ご寺院様が悩みとされている婦人会員の減
少など、寺院活動に直接関わる問題を共々に覚悟をもって乗り越
え、混迷の社会に必要とされるお寺を目指すための取り組みをお
話しいただきました。

　令和７年６月２１日、江別市やすらぎ苑対雁の碑において第４６回移住殉難者（樺太アイヌ）墓前法要が行わ
れました。日本とロシアの領土問題によって犠牲になられた方々を追悼する本法要は、眞願寺様の開教当時より
深いご縁があり、悲しい事実をこれからも伝え続けていくために毎年開催しております。当日は小雨の降る風の
強い日ではありましたが、多くの参拝者が集まり、厳粛な雰囲気のもと法要が営まれました。

移住殉難者（樺太アイヌ）墓前法要	移住殉難者（樺太アイヌ）墓前法要	 研修・社会部研修・社会部

仏教婦人会連盟総会・研修会	仏教婦人会連盟総会・研修会	 婦人部婦人部

仏教婦人会連盟 一日研修会	仏教婦人会連盟 一日研修会	 婦人部婦人部
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　令和７年７月２１日、 本願寺札幌別院にて１５名出席のも
と、札幌組総代会 総会を開催いたしました。総会においては
各寺代表者より様々なご意見を頂きました。｢今後の研修会は、
仏教婦人会連盟、壮年会連盟と共催して参加者の枠を広げるべ
き｣ など今後の課題にするべき貴重な声が聞かれました。
　また、令和７年１１月２５日は、本願寺札幌別院にて日高組
主幹のもと、北海道教区 A ブロック門徒総代 総会・研修会が
行われ、札幌組総代会として参加致しました。その後グランド
メルキュール札幌大通公園ホテルに場所を移し、懇親会が開催
されました。懇親会は終始盛会でありました。

　令和 7 年 6 月 28 日、札幌別院で北海道教区主催の「連研履修
者・門徒推進員研修会」を札幌組担当で開催しました。参加者は
札幌組から１３名、他組から８名。講師は連研中央講師の中川一
晃氏（福岡教区御笠組願應寺住職）で、「日々の暮らしに仏教を」
というテーマでお話しくださいました。
　久しぶりの門徒推進員・連研履修者の研修会ということもあ
り、参加者の皆さんは最初、緊張した面持ちでしたが、話し合い
では活発に意見を交換し、終了後の懇親会でも和やかな雰囲気の
なか近況報告するなどして親交を深めていました。
　また研修会に先立ち、「門徒推進員連絡協議会定期総会」も行
われ、事務局長の渡辺芳昭さんから活動・決算報告があった後、
これからの活動計画や役員改選について意見が交換されました。

札幌組総代会 総会・札幌組総代会 総会・

北海道教区 A ブロック門徒総代 総会・研修会北海道教区 A ブロック門徒総代 総会・研修会

総代部総代部

連研履修者・門徒推進員 研修会	連研履修者・門徒推進員 研修会	 連研部連研部
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　令和７年５月７日、樺太アイヌ協会副会長であります楢木貴美子氏のガイドの
もと２６名の出席をいただき、アイヌ文化に触れながら北大のキャンパスを散策
いたしました。
　広大な北大キャンパスにて普段なかなか知りえないアイヌ文化の遺跡を辿り、
アイヌゆかりの春の植物等の説明を聞き、新たな気付きを得ることが出来まし
た。また、アイヌ納骨堂においては、建物前でお勤めをさせていただき、アイヌ
の方々のご苦労を偲ばせていただきました。ツアーを通じあまり知られていない
アイヌ文化に触れながら、北海道の歴史や人権について学ぶ機会となりました。

　令和７年７月１４日、札幌別院で「連研部学習会」を開催し、僧侶・門徒１６名にご参加いただきました。講
師は武田正文氏（山陰教区 邑智東組 高善寺住職）。武田氏は臨床心理士・公認心理師であるとともに、ＡＩ（人
工知能）にも造詣が深く、ＡＩの現状や今後ＡＩがさらに進化していく中で僧侶・寺院がそれとどのように関わっ
ていくことができるか、その可能性について大変興味深いお話をしてくださいました。

研修・社会部研修・社会部

アイヌ文化に触れる北大キャンパス散策ツアーアイヌ文化に触れる北大キャンパス散策ツアー

連研部学習会	連研部学習会	 連研部連研部
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令和７年度
〈第４回〉

• 最優秀賞（全２２ヶ寺達成）
　記念品【仏壇用打敷】　受賞者 1 名

• 優秀賞（２０ヶ寺以上達成）
　記念品【記念式章】　受賞者 1 名

• 金賞（１０ヶ寺以上達成）
　記念品【仏壇用落雁】　受賞者 8 名　

　令和７年６月から１１月半ばまで、「札幌組報恩講参拝スタンプラリー」を実施いたしま
した。コロナ禍以降、寺院への参拝機会が減少している現状を受け、少しでも多くの方に報
恩講へ足を運んでいただきお寺の活動をより身近に感じていただくことを願って、本企画を
６年ぶりに復活し再開いたしました。（コロナ禍前は令和元年が最後）
　今年度の「報恩講参拝スタンプラリー」への参加寺院（参拝対象の寺院）は２２ヶ寺でし
た。また、期間中に対象の報恩講へ参拝された皆様のうち、３１名の方が、３ヶ寺以上の寺
院にお参りされた「受賞者」となりました。受賞された皆様には、所属の各寺院にて３月の
お彼岸頃に表彰を行っていただけるように「表彰状」や「記念品」を贈呈いたしました。
　本企画を通して各寺院の参拝者数は増加し、交流の広がりも感じられました。一方、準備
段階における確認不足など反省点もありましたので、次年度以降はより丁寧な運営を心がけ
てまいります。

令和７年度 〈第４回〉

『報恩講参拝スタンプラリー』

受賞者の記録

　令和７年１１月１７日、札幌別院において、社会福祉法人光明童園理事長であり本願寺派全国児童養護施設連
絡協議会会長でもある堀 浄信氏を講師にお招きし、『子どもたちの笑顔のために～児童養護施設の現場から～』
というテーマのもと、１３名の出席をいただき研修会を開催させていただきました。
　本研修会を通じ、子どもの子育ての現状、地域社会の中で、どのように子どもたちと関わっていくことが大切
かを学び、コミュニケーションや傾聴の大切さ、人としてのあり方を考える機会となりました。今後も子ども達
の笑顔のために、僧侶として何ができて、何をしなければならないのか、常に考え行動することの必要性を強く
感じた研修会となりました。

• 銀賞（５ヶ寺以上達成）
　記念品【うるし塗 食器】　受賞者 8 名

• 銅賞（３ヶ寺以上達成）
　記念品【お線香】　受賞者１３名

研修・社会部　研修会	研修・社会部　研修会	 研修・社会部研修・社会部

札幌組報恩講参拝スタンプラリー札幌組報恩講参拝スタンプラリー　　伝道企画部伝道企画部
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　 令 和 7 年 11 月 15 日・16 日、 眞 願 寺 に お い て 親 鸞 聖 人 御 誕 生
850 年立教開宗 800 年・境内総改修工事落成・副住職就任奉告法
要が修業されました。15 日午前には「帰敬式」が執り行われ 70 名
が受式し、法名を拝受されました。また、15 日午後には石堂郭成
副住職の就任奉告法要が勤修されました。翌日 16 日午前は、子ど
ものつどいが催され、0 歳から高校生の方が集って親鸞聖人の 850
回目のお誕生日をお祝い。その後、親鸞聖人御誕生 850 年・立教
開宗 800 年・境内総改修工事落成慶讃法要が勤まりました。
　「門信徒や地域の皆様とともにお念仏の灯火を未来へ受け継いで
いくことの大切さを共有出来た法要でした。法要委員会の皆様はじ
め、すべての皆様に感謝です」と寺内の声をいただきました。

　令和 7 年９月７日、浄樂寺に本堂において浄樂寺開教１３０周年・第５
世住職継承記念慶讃法要が修業されました。荘厳な雅楽の音色、各地より参
勤された御法中、本堂いっぱいに集ったご門徒の皆様と共々に、浄樂寺の法
灯が木村良麿第４世住職から木村一穂第５世住職へ紡がれました。

浄樂寺浄樂寺　　慶讃法要ご報告慶讃法要ご報告
浄樂寺開教１３０周年・第５世住職継承記念慶讃法要

眞願寺眞願寺　　慶讃法要ご報告慶讃法要ご報告
親鸞聖人御誕生 850 年立教開宗 800 年・境内総改修工事落成・副住職就任奉告法要
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皆さんの寺院でふと、外国の方が訪れることはありませんか。そんな時に、ひとこと英語で案内できると安心

です。知っておくと便利なやさしい英文をご紹介します。

組報「なごみ 64 号」発行にあたって、札幌組内の皆様のご協力をいただき誠にありがと
うございました。令和７年度は戦後８０年という節目の年であったため札幌組の重点プロジェクトであ
る「戦後８０年現地平和学習報告」を巻頭のページとさせていただきました。また、組内における実践
運動委員会の活動報告を中心に掲載させていただきました。1 年を振り返ってみますと、コロナ禍で停
滞していた各部活動が、ようやく本来の形に復活したように感じます。特に各研修会や報恩講スタンプ
ラリーが次々と実施されたことは喜ばしいことでした。これからも札幌組の更なる躍進を目指して、ご
一緒に楽しくお念仏を喜ばせていただきましょう。ご理解とご協力をよろしくお願い致します。

編集後記

●  本堂にご自由にお入りください。
　  Please feel free to enter the main worship hall.

 
◯  浄土真宗のお焼香の仕方
　  How to make an offering of incense according to the Jodo Shinshu Hongwanji-ha denomination.

❶  焼香台の前に進み、軽く一礼します。
　  Approach the incense burner and bow slightly.
 
❷  右手で香を少量つまみます。* 額にいただくことはしません。
　  Take a small pinch of incense with your right hand.*Do not raise it to your forehead.
 
❸  合掌します。
　  Put your palms together.
 
❹  「南無阿弥陀仏」とお念仏申し、一礼します。
　  Recite “Namo Amida Butsu”and bow.
 
❺  一歩さがり、また一礼します。
　  Step back and bow slightly again.

※  お焼香は日本仏教における礼拝の形式です。
　  Offering incense is a traditional form of worship in Japanese Buddhism.

●  どうぞご自由にお焼香ください。
　  Please feel free to offer incense.

伝道企画部

コラムもし外国の方がお寺に立ち寄られたら…もし外国の方がお寺に立ち寄られたら…

おくやみ

真照寺　前坊守　壽讃院釋尼昭圓　　松本 昭 様
令和７年７月７日　ご往生　満１０２才

生前は札幌組のご法義発展に大変なご協力を下さいました。 ご尽力に感謝申し上げます。 　合掌

令和７年４月〜令和８年３月にご往生


